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I 株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ 


株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ (以下 , WAP と 略す ) は , 大 手 企業 向け エン ター プラ 
イズ リソー スプ ラン ニン グ (Enterprise Resource Planning 以下 , ERP と 略す ) パッ ケー ジ シ ステ 
ム の 開発 , 販売 , コン サル ティ ング を 行う 企業 で , 1996 年 7 月 に 設立 され た 。「 日 本 企業 の 情 
報 投資 効率 を 世界 レベ ル へ 」「 日 本 の クリ ティ カル ワー カー に 活躍 の 場 を 」 を 掲げ , ERP パッ 
ケー ジ 「COMPANYs」 の 開発 ・ 販 売 ・ コ ユン サル ティ ング を 通じ て , 顧客 の 「 企 業 改革 」 を 
サポ ー ト する こと を 経営 理念 と し て いる 。 資 本 金 は 36 億 2650 万 円 , 売上 高 は 連結 ベー ス で 
296 億 5700 万 円 ", 従業 員数 は 単体 で 2281 人 , 連結 ベー ス で は 2855 人 と な っ て いる ”。 国 内 
で は , 東京 本 社 , 大 阪 , 名 古屋 , 広島 , 福岡 に 各 事 業 所 , また , 上 海 , シン ガ ポ ー ル , ニュ ー 
ヨーク に 拠点 を 置く (図表 1 及び 2 参照 )。 


1) 2013 年 6 月 時 点 。 
2) 20183 年 4 月 時 点 。 
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II 我が国 ソフ トウ ェ ア 業 界 及 び ERP パッ ケー ジジ 市場 
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年 の 実績 で , 1091 億 円 と され る (矢野 経済 研究 
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7) 日 本 標準 産業 分 類 は , 組み 込み ソフ トウ ェ ア 業 に つい て , 情報 通信 機械 器具 , 輸送 用 機械 器具 , 家庭 用 電 
気 製品 等 に 組込ま れ , 機器 の 機能 を 実現 する た め の ソ フト ウェ ア を 作成 する 事業 所 と 定義 し て いる 。 
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1 経営 陣 

WAP は , 牧野 正幸 代表 取締 役 最高 経営 責任 者 (Chief Executive Officer : 以下 CEO と 略す ), 
阿部 孝司 代表 取締 役 最高 執行 責任 者 (Chief Operating Officer : 以下 COO と 略す ), 石川 芳郎 代表 
取締 役 最高 技術 責任 者 (Chief Technology O 穫 cer : 以下 CTO と 略す ) の 経営 陣 で , 主要 な 4 つの 
部 門 , 開発 部 門 , 営業 部 門 , コン サル ティ ング 部 門 , 管理 部 門 を 担う 。 

牧野 CEO は , 1963 年 生ま れ , 大 手 建 設 会 社 に 就職 後 . シス テム 開発 会 社 に 転職 する 。 シ 
ステ ム 開 発 会 社 で は , シス テム コン サル タン ト と し て 大 手 外 資 系 コン ピュ ー タ メー カー と 共に 
大 規模 プロ ジェ ク 手がけ , 1994 年 に , IT コン サル タン ト と し て 独立 し た 。 銀 行 ・ ハ ー ド 
ウェ アメ ー カ ー と 共同 で の シス テム 開発 や , 海外 ERP パッ ケー ジ の 日 本 適用 コン サル ティ ン 
グ な ど を 行っ た 実績 を 有 し , 1996 年 に , WAP を 設立 , 2001 年 より CEO を 務め , 主 に 開発 
部 門 , 管理 部 門 を 統括 する 。 阿 部 COO は , 1961 年 生ま れ , 1985 年 , 日 本 TBM と 三菱 商事 
の 合弁 会 社 で ある 株 式 会 社 エ イ ・ エ ス ・ テ ィ に 入社 , 1988 年 より , コン サル ティ ング ファ ー 
ム に お いて , 主 に 大 手 企 業 の コン サル ティ ング を 担当 , その 後 , 事業 部 長 と し て , 顧客 満足 度 
に 関す る 調査 の 設計 ・ 実 施 ・ 分 析 ・ フ ィ ー ド バッ ク を シス テム の 設計 に 対す る イン テグ レー ショ 
ン サ ービス を 担当 し た 。1996 年 , WAP の 設立 に 参画 , 2001 年 より COO を 務め る 。 石川 
CTO は , 1961 年 生ま れ , 1984 年 株 式 会 社 応研 に 入社 , 社団 法人 , 大 手 通信 会 社 等 の シス テ 
ム 開 発 を 担当 . ソフ ト 会 社 副 社 長 を 経て , 1996 年 WAP 設立 に 参画 , 2001 年 より CTO を 務 
め る 。 


2 ERP パッ ケー ジ シ ステ ム の 構成 

WAP の 大 手 企業 向け ERP パッ ケー ジ シ ステ ム 「COMPANY ぁ s」 は , 「AC シリ ー ズ 」「HR 
シリ ー ズ 」「SCM シリ ー ズ 」「EC シリ ー ズ 」「 統 合 業務 管理 」 の 5 つ で 構成 され て いる ( 図 き 
5 参照 )。 

「AC シリ ー ズ 」 は, 大 手 企業 の 会 計 部 門 で 想定 され る 業務 に 対応 し た 会 計 シ リー ズ で , 連 
結 決算 対応 , 財務 諾 表 の 信頼 性 向上 等 に 対応 する 「 会 計 シ ステ ム 」, 請求 ・ 支 払 業 務 効 率 化 , 
債権 業務 工数 削減 等 「 債 権 債務 シス テム 」, キャ ッシュ フロ ー 一 元 管理 , 資金 効率 向上 , 資金 
管理 業務 属 人 化 解消 等 「 資 金管 理 シ ステ ム 」, リー ス 資 産 オ ン バ ラ ンス 化 等 法 改 正 へ の 迅速 対 
応 等 「 固 定 資産 シス テム 」, 購買 業務 一 元 管理 , 全社 間接 品 購買 コス ト 把 所 及び 低減 , 購買 業 
務 に お ける 内 部 統制 サプライ ヤー 取引 効率 化 等 「 一 般 購買 シス テム 」 の 5 シス テム で 構成 
され る (図表 5 参照 )。 


「HR シリ ー ズ 」 は , 人 事 ・ 給 与 シ ステ ム パ ッ ケ ー ジ で , 人 事 ・ 給 与 シ ステ ム 業 務 標 準 化 , シェ 
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アー ドサ ービス 展開 , 組織 , 人 件 費 シ ミュ レー ショ ン 等 戦略 的 デ 


タタ 活用 等 に 対応 する 「 人 事 ・ 


給与 」, 人 事 関 連 事 務 コ スト ・ 工 数 低減 , 申請 電子 化 , ベー パ 
材 活 用 促進 等 に 対応 し た Web シス テム 「 申 請 ・ 情 報 公 開 」, コン プラ イア ンス ・ 社 内 改革 に 対 
応 し た 勤務 管理 , 労務 管理 構築, 業務 工数 , 生産 性 。 パー ト ・ ア ル バ イ ト 従 業 員 管理 等 に 対応 


能力 や コン ピ テ ン シ ー の 可視 化 , J-SOX や CSR 等 課 


記 


網 維 し た 業務 支援 パッ ケー ジ で , 機会 損失 対応 及び 在 


レス 化 , 人 事情 報 共 有 化 , 人 


し た 統合 就労 管理 シス テム 「 就 労 ・ プ ロジ ェクト 管理 」, 社員 像 の 明確 化 , 必要 と され る 専門 


題 へ の 入 


E 業 員 教 育 , 将来 を 見 据え た 人 材 


戦略 ・ 人 材 開発 等 「 教 育 ・ 人 財 育 成 」 の 4 シス テム で 構成 され る (図表 5 参照 )。 
「SCM シリ ー ズ 」 は , 大 手 企業 の サプライ チェ ー ン ・ マ ネジ メン ト に お ける 業務 を 幅広 く 
和 を 


庫 の 圧縮 , 


売 状況 の リア ル タ イ ム 把 握 , 顧客 サー ビス の 向上 等 に 対応 し た 販売 管理 パッケ ー ジ 「 販 売 管理 」, 


販売 チャ ネル の 一 元 管理 , 販 


欠 品 防止 , 在庫 削減 等 調達 業務 効率 化 , 調達 計画 立案 , 販売 , 生産 情報 の 連携 等 に 対応 し た 詩 


達 ・ 仕 和信 シス テム 「 販 売 管理 」 の 2 つの シス テム で 構 


成 さ れる 。 


「EC シリ ー ズ 」 は , 大 手 企業 の EC サイ ト 構 築 ・ 運 営 で 必要 と され る 機能 を 標準 搭載 し た 
EC サイ ト と マー ケティング の 一 元 管理 , 戦略 クラ フ テ ィ ング 型 EC サイ ト 構 築 パ ッ ケ ー ジ で 
オン ライ ン シ ョ ッ プ ・ 通 販 サ イト の 構築 ・ 運 営 か ら 複数 サイ ト の 統合 等 , 受注 ・ 顧 客 管理 を カ 
バー する 「 電 子 商取引 」, E-Commerce, CMS と の 連動 に よる デー タ ・ ア クセ ス 解 析 , One to 
One マー ケティング に よる CRM アプ ロー チ 集 客 ア ッ プ 及び サイ ト 内 誘導 の 効率 化 等 Web サ 


イト 運営 に か か わる ダイ レク トマ ー ケ ティ ング ・ プ ロ = 
マー ケティング 」, 運営 者 に よる サイ ト 更 新 , 複 数 サイ 


ーー マグ ヨン 


の 管理 ・ 運 営 機能 を 担う 「WEB 


管理 , 自 


な デザ イン 設計 , リピ ー タ ー・ 


アク セス 数 の アッ プ , モバ イル SEO/SEM 対応 等 の EC サイ ト の WEB デザ イン 構築 か ら サ ー 


バー 配信 等 , 運営 特 化 型 コ ン テ ン ツマ ネジ メン トシ ステ ム 「 コ ン テ ン ツ 管 


理 ]」」 マル チチ ャ ン 


ネル の 一 元 管理 に よる 顧客 満足 度 の 向上 , 問い 合わ せ FAQ 化 等 , 問い 合わ せ 情 報 を 一 元 管理 し , 


迅速 な 顧客 対応 で , スピ ー デ ィ ー な サポ ー ト && サ ービス を 提供 する 「 カ スタ マー サポ ー ト 」 


で 構成 され る (図表 5 参照 )。 


「 統 合 業 務 管 理 」 は , 業務 シス テム 全体 に わた る 「 


健全 な ID 


1 


[| 


管理 状態 」 の 構築 ・ 維 持 を 支 


E 


援 す る ID 管理 業務 パッ ケー ジ 「TD 管理 」, 従業 員 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン ・ コ ラボ レー ショ 
ン を 促進 する グル ー プ ウェ ア 導 入 , 組織 ・ 部 門 ・ 役 職 な ど に 応じ て 必要 な 情報 の 集約 一 元 化し , 
業務 に 必要 な 情報 を 活用 等 の ニー ズ に 対応 する ERP の フロ ント エン ド と し て 情報 を 活用 する 


高 機能 マッ シュ アッ プ ポ ボ ポー タル と され る 「 グ ルー プ ウ ェ ア ・ ポ ー タ ル 」 で 構成 され る (図表 5 


また , 「COMPANYs」 の 関連 サー ビス と し て は , 「 ク ラウ ド 運 用 ソリ ュー ショ ン 」「 導 入 支 
援 サ ービス 」「BPO Service] 「Q&A サー ビス 『COMPANY @ SUPPORT」「 ア ウト ソー シン 


グ サ ービス 紹介 」 等 が ある 。「 ク ラウ ド 運 用 ツリ ュー ショ ン 」 で は , 「COMPANYs」 運 用 に 特 
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化し た アマ ゾン ウェ ブサ ービス の シス テム メ 過 
コス ト の 削減 が 可 
切り 分 けし , 運用 体 区 小 化 を 


ジネス ・ プ ロ セ ス ・ リ エン ジニ ア ! 


訓 


月 


由 の 


指す アウ 


旦 


を 最大 限 に 引き 上 げ る こと が で きる と する 。 


1 サー ビス を 提供 し , イン フラ を 含め た トー タル 


能 に な る と され る 。「BPO Service」 は , 関連 する 業務 を 顧客 と 協同 で 業務 


ト ソ ツ ソー シング サー ビス で , BPR, すなわち , ビ 


ング を 行う こと に より , バッ クオ フィ ス 業 務 の 対 投資 効率 
「Q&A サー ビス 『COMPANY @ SUPPORTJ」 は , 


外 


無償 の サポ ー ト 用 Web シス テム で , 掲示 板 


情報 通知 サー ビス を 提供 する 他 , 
務 改 革 , 人 事 ・ 総 務 ・ 経 下 
営 等 を 支援 する と し て いる 。 


「 ア ウト ソー 
E 業 務 の アウ ト ソ ー シ ン グ , シェ アー ド - 


ui 


式 で 蓄積 する コラ ボレー ショ ン ボ ー ド 等 , 各 利 
シン グ サ ービス 紹介 」 は , バッ クオ フィ ス の 業 


H 


ービス セン ター の 設立 ・ 局 


ju 


IV 創業 時 の 事業 


1 創業 時 の 事業 環境 
WAP が 創業 する 1990 ^ 


する 企業 の 


し 


’ 


我が国 


E 代 後 ヨ 


に 


百 


の シス テム 開発 ・ イ ン テ グ レー ショ ン を 選択 し て いた 。2005 有 
は , シス テム 開発 ・ イ ン テ グ レー ショ ン で 全 


まる 。 


地域 別 需要 額 シ ェ ア を みる と , 我が国 
16.3% を 占め る 一 方 , ERP は , 3.3% 【 
ショ ン の 5 分 の 1 で あっ た (総務 省 編 , 2007) 


こ 留 


に 


の 多く は , オー ダー メイ ド で の ソフ ト 開 発 に 油 


環 


事業 コン セプト 


企業 は , 欧米 と 比較 し て , ERP パッ ケー ジ の 導入 
沖合 が 低かっ た 。 そ の 多く は , ERP パッ ケー ジ の 導入 で は な く , オー ダー メイ ド 


E の 世界 の ソフ トウ ェ ブ 市 場 の 
紀 界 の 

ERP の シェ ア は , シス テム 開発 ・ イ ン テ グ レー 
( 改 野 CEO は , 我 が 諾 


E 力 し , 効率 の 悪い 投資 を 行っ た 結果 , 戦略 的 な 


区 手 企業 


表 6 参照)。 4』 


の 


分 野 へ の 情報 化 投資 が 後 ヨ 
野 』 


E 幸 CEO イン タビ ュー, 92014 年 1 月 28 日 )。 


FE に な っ て いる と 当時 見 て いた (株 式 会 視 


F 上 ワー クス アプ リケーション ズ 牧 


ERP パッ ケー ジ を 既に 導入 し た 企業 に お いて も , その 多く は , SAP や Oracle 等 の 海外 


ERP パッ ケー ジ を カス タマ イズ し て 利用 
ジェ ア を 
向け ERP パッ ケー ジエン ド に 限っ て 見 る と , 


し て 


10.8% と 続き , 海外 勢 が 市 場 の 大 部 分 を 握っ て いた (矢野 経済 6 


計る と , SAP が 25.6%, Oracle が 11.4%, GLOVIA-C が 10.8% と 続く 。 大 


いた 。 2003 年 の 我が国 


ERP パッ ケー ジ 市 場 の 


河 


SAP が 46.1%, Oracle が 20.6%, GLOVIA が 
E)。 SAP や 


究 所 編 , 2004 各 


Oracle 等 の 海外 勢 は , 業務 適合 率 が 50% か ら 60% 程度 に 留まる 海外 ERP パッ ケー ジ を 我 が 


国 に 持ち 込み , その 代理 店 を 務め る 我 が 
の 代理 店 と な っ て いた 我が国 の ツ ソフ トウ ェ ア 会 視 


も さる こと な が ら , 業務 適合 率 を 高め る た め の カ スタ マイ ズ が 収益 の 相 
応 に よる コス ト ア テッ プ や , ERP パッ ケー ジ の 販売 を 担う 代 


一 方 , 海外 勢 に と っ て も , 特別 対 
理 店 と の 関係 上 , 我が国 の 顧客 の た め だ け に , 
選択 は 取り に くい 状況 で あっ た 。 


国 の ツ ソフ トウ ェ ア 会 社 を 通じ て 販売 し て いた 。 海外 勢 


上 に と っ て は , ERP パッ ケー ジ の 販売 代理 業 


E の 1 つと な っ て いた 。 


業務 適合 率 を 高め る と いう 


ERP パッ ケー ジ の 
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我が国 の ソフトウェア 業界 に 


る と, 米 
グー ジン シシ 
国 は , パッ ケー ジ ソ フ 


国 


お いて は , 海外 勢 の 
ら の 事業 の 中 心 と な っ て いた 。 2005 年 に お ける 


米 の ソフ 


ク 


性 を 有する 人 材 が 育 
Oracle 等 欧米 で は , ユー ザー 企業 か 


ウェ ア が , 80% 以上 を 占め て いた (経済 産業 
業務 は , 業務 の 性 質 上 , 下請 け 的 色彩 が 強い 。 


育っ つて いな か っ た と され る (Globis Management Review, 2002)。 


ら も 優秀 な 人 材 が ERP 開発 ( 


る 状況 で あっ た が , 我が国 で は , 仕 
な いか ら 面 白い 仕事 が で き な い , と 
Review, 2002) 。 

まま た, パッケージ 


開発 に 要する 初期 費用 は 大 きい が , 


事 が 面 E 


く な い 


カス タマ イズ か , 受託 開発 の 受注 が , 彼 
ウェ ア 産 業 の 業態 別 構成 比 を み 
で は , パッ ケー ジ ソ フ トウ ェ ア が 65.1%, 受託 開発 ソフトウェア が 84.9% と , パッ 
ウェ ア が 60% を 超え , ソフ トウ ェ ア 産 業 に 


お ける 主流 と な っ て いる 一 方 , 我 が 
ウェ ア が 16%, 受託 開発 ソフ トウ ェ ア が 83.19% と , 受託 開発 ソフ ト 
『, 2009 年 )。 海 外 府 の カス タマ イズ や 受託 開発 
その た め , ERP 開発 に 必要 な こだわ り と 創造 


SAP や 


に 興味 を 持っ て 集まっ て く 
か ら 人 が 集まら な い , 


育た な い 。 人 が い 


いう 悪循環 が 生じ て いた と され る (Globis Management 


ソフ トウ ェ ア と 比べ て , 受託 開発 ソフト ウェ ア の 生産 性 の 低 さ も 指摘 
る 。 経 済 産業 省 編 (2009) は 「 パ ッ ケ ー ジ ソフ トウ ェ ア の 場合 , パッ ケー 
複製 コス ト は ゼロ に 


近い た め , 大 量 ( 


され 
ジ ソ フ トウ ェ ア の 場合 , 
に 販売 で きれ ば 巨額 の 


利益 を 得る こと が で きる 。 そ の た め , パッ ケー ジン ソン フトウェア の 売上 高 シ ェ ア が 高い ほど 労働 


生産 性 が 高く な る 一 方 , 


この よう に , WAP 創業 の 背景 に 


こ は , 


その 普及 が 進ん で いな いと いう 我が国 


て いた 海外 勢 の 業務 


合 率 の 低 さ と いう 業界 内 の 競 


居 表 


我が国 企業 に 
有 の 業界 環境 , ERP パッ 


さら に 


に 


両 


環境 


と 比較 し た パッ ケー ジ ソ フ トウ ェ ア 事 業 の 生 』 


2 事業 コン セプト 
WAP は , 創業 時 か ら 一 叶 し て , 


受託 開発 ソフ トウ ェ ア の 売上 高 シ ェ ア が 高い ほど , 大 量 生産 の メリ ッ 
が な く , 労働 生産 性 が 低く な る 傾向 が ある 」 と 指摘 し て いる ( 
お ける ERP パッ ケー ジ 導 入 の 有用 性 


7 参照 )。 


方 , 
ケー ジ 業 界 の 主流 と な っ 
, 受託 開発 ソフトウェア 


性 の 高 さ 等 の 事業 


宇 


体 の 潜在 性 が ある 。 


「 ノ クー カスタマイズ 」「 永 続 的 な 無 


いう コン セプト を 掲げ , 海外 勢 の 採 
いる 。 


「 ノ ー カ スタ マイ ズ 」 と は , カス タマ イズ の 必要 が な いと の 意 で , 様 
の 商 習慣 を 把握 し た 上 で 開発 し た 


企業 の 


な くし た た め と , 


甘 
球 


同社 で は 説明 
に お いて は , 法制 度 , 社内 制度 , 


され る 中 で , WAP で は , 90% と いう 適 


1] する 代理 


業務 


店 販売 方 式 で は な く , 


償 バ バージョン アッ プ 」 と 


ダイ レク ト 販 売 を 続け て 


こと に より , 顧客 が 個別 


合 率 を 実現 し て いる と いう 。 


に カス タマ イズ する 必要 を ほ 
し て いる 。 こ れ に より , 顧客 ERP パッ ケー ジ シ ステ ム 導 入 企 
が 変化 し て も , 新た な 追加 開発 の 必要 は な いと し て vV 
る 。WAP に よる と , 従来 の 大 手 企業 向け ERP パッ ケー ジ の 業務 適合 率 が , 


kk 々 な 大 手 
ぼ 


々 な 業種 の 村 


\ 


50% か ら 60% と 
「 永 続 的 な 無償 バー ジョ 


ベン チャ ー 成 長 の 源泉 と し て の 人 材 ( 桐 畑 ) 
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ン ア デップ 」 に つい て は , 年 数 回 の 無償 バー ジョ ン ア ッ プ に よっ て , 最新 の パッ ケー ジ 機 能 を 永 
続 提供 する と し て いる 。 具体 的 に は , 社内 制度 の 変更 , 08, デー タベース , イン フラ の バー ジョ 
変化 に つい て 和 無償 の バー ジョ ン ア ッ プ で 対応 


ン ア ッ プ , 法律 ・ 税 制 ・ 商 習慣 等 の 社外 の 制度 の 
し て いる 。 


これ に つい て , 牧野 CEO は , 「 弊 社 は , 毎年 の バー ジョ ン ア ッ プ に , 数 十 億 と いう 1 
発 費 を 投入 する 。 た だ , この 額 を 1 社 で , オー ダー メイ ド で ソフ ト 開 発 を 行う と する と , TT 


究 開 


投資 と し て , 極め て 非 効率 で 現実 的 に 難し い 。 パ ッ ケ ー ジ ソフ ト で ある か ら こ そ 可 能 と な る 。」 


と 述べ た 上 で , 「 弊 社 の 『 日 本 企業 の 情報 投資 効率 を 


世界 レベ ル へ J』『 日 本 の クリ ティ カル ワー 


カー に 活躍 の 場 を 』 と の 創業 時 か ら の 経営 理念 を 具現 化し た も の が , 顧客 へ の 『 ノ ー カ スタ マ 


イズ 』『 永 続 的 な 無償 バー ジョ ン ア ッ プ J』 の 提供 


(株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ 牧野 正幸 


CEO イン タビ ュー, 2014 年 1 月 28 日 ) 」 と 説明 する 。 


V 事業 展開 と 資本 政策 


1 創業 


WAP は , 1997 年 7 月 に , 現在 の 牧野 CRO, 阿部 COO, 石川 CTO の 3 人 に よっ て 設立 さ 


れ た 。 Globis Management Review (2002) に よ 
万 円 の 株 式 計 200 株 と し た 。 設立 当時 の 社長 は , 


の 合議 で 進め られ た (Globis Management Review, 2002)。 また , 牧野 CEO に よる と ,「 私 


る と , 出資 金 は 1000 万 円 で , 8 人 で 額面 5 


石川 現 CTO で あっ た が , 実際 の 経営 は 8 人 


身 は , 


開発 面 で 自ら の 能力 に 自信 を 持っ て いた 。 た だ , 顧客 へ の 営業 , コン サル タン ト 力 は , それ ほ 
ど で は な いと 思っ て いた 。 そこで, 営業 , コン サル タン ト 力 と い 2 う 面 で , 私 より も は る か に 優 
れ た 阿部 , 石川 と 会 社 を 立ち 上 げ よ うと いう こと に な っ た 。 昔 か ら 知 り 合い で あっ た と いっ た 


こと で は な く , 能力 を も と に 創業 し た と ころ が , ワー クス アプ リケーション ズ の 強み で あっ た 」 


と 当時 を 振り 返る (株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー シ 
23 日 )。 


ョ ンズ 牧野 正幸 CEO イン タビ ュー, 2014 年 1 月 


1996 年 9 月 ,「COMPANYs」 を 市 場 に 投入 する 。「COMPANYs」 は , 様々 な 業種 の 
な 大 手 企業 の 商 習慣 を 把握 し た 上 で , これ ら の 機能 を 取り 込む 形 で 開発 され , 90% と いう 適 


合 率 (Globis Management Review, 2002) を 実現 し た 


様々 


。 顧客 企 業 に と っ て は , その 使い 勝手 と 


に 
へ ー» 


その コス トバ パフ ォ ー マ ンス が 魅力 で あっ た 。WAP は , 96 年 7 月 か ら 97 年 6 月 期 の 第 1 期 は , 


1 億 1600 万 円 の 売上 , 1700 万 円 の 経常 利益 , 売上 高 経常 利益 率 は , 15% と な っ た (Globis 


Management Review, 2002) 。 


2 ベン チャ ー キ ャ ピタ ル に よる 資本 調達 
WAP で は , 97 年 11 月 , 98 年 12 月 及び 99 朋 


E1 月 , 99 年 9 月 及び 10 月 と , 矢 継 ぎ 


時 に 
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資本 調達 を 行う (Globis Management Review, 2002)。 まず , 97 年 11 月 , 
ーション ・ フ ァ ン ド と 岡 三 ファ イナ ンス を 引受 先 と し た 第 三 者 割当 


グロ ービス ・ イ ン キ ュ 


増資 を 行っ た 。1 株 8 万 


円 で グロ ービス ・ イ ン キ ュ ベ ーション ・ フ ァ ン ド が 800 株 , 岡 三 ファ イナ ンス が 100 株 , 
合わ せ て 3200 万 円 の 資本 調達 で ある (Globis Management Review, 2002)。 98 年 12 月 と 翌 99 


年 1 月 に は , 1 株 18 万 円 で グロ ービス ・ イ ン キ ュ ベ ーション ・ フ ァ ン ド に 500 株 , ジャ フ 


コ に 700 株 の 計 1200 株 , 1 億 5600 万 円 の 資本 調達 を 行う 。99 年 9 月 及び 10 月 に は , 1 株 
30 万 円 で 1230 株 の 第 三 者 割当 増資 を 引き 受け た アパ ックス ・ グ ロー ビス ・ パ ー ト ナー ズ を 


は じ め , その 他人 金融 機関 等 に 対し て , 合わ せ て 2500 株 , 7 億 5000 万 


] の 資本 調達 を 行 う 。 


また , 同時 期 , 転換 社債 , ワラ ント 債 の 発行 を 行っ て いる 。98 年 6 月 に は , WAP の 職員 を 


対象 と し て , 1 株 8 万 円 で 20 株 の 第 三 者 割当 増資 と 共に , ベンチャー 


キャ ピタ ル に 対し て , 


125 株 8 万 円 を 条件 と し た 転換 社債 さら に , WAP の 役員 及び ベン チャ ー キ ャ ピタ ル を 対象 


と し て 1800 株 8 万 円 を 条件 と する ワラ ント 債 を 発行 する 。99 年 5 月 に 


は , WAP の 役員 を 対 


象 に , 500 株 13 万 円 を 条件 と し た ワラ ント 債 を 発行 する 。2001 年 6 月 に は , WAP の 職員 を 


対象 と し , 1 株 30 万 円 で 120 株 の 第 三 者 割当 増資 を お こ な っ た 。 


創業 か ら 翌 年 の 97 年 11 月 , 98 年 12 月 及び 99 年 1 月, さら に は , 99 年 9 月 及び 10 月 と , 
毎年 , 矢継ぎ早 に 資本 調達 を 行っ た 背景 に は , 牧野 CEO ら 経 営 陣 に よる 優秀 な 人 材 こ そ が 成 
長 の すべ て と の スタ ンス が ある (株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ 牧野 正幸 CEO, 立命 館 大 学 産 
学 協同 アン トレ プレ ナー 教育 フォ ー ラ ム 2014 講演 )。 ビジ ネス 拡大 に よる 顧客 の 増加 は , 研究 開発 
の 強化 , すなわち , 人 材 獲 得 の さら な る 強化 が 求め られ , 人 件 費 の 増加 は 避け られ な い 。 

また , ERP パッ ケー ジ ビ ジ ネス 特有 の 要因 も ある 。ERP パッ ケー ジ と いう 製品 特 情 
注 や 入金 が 企業 の 人 事 サ イク ル と 密接 に 関連 する た め , ERP パッ ケー ジ の 稼働 開始 時 期 の 希 
望 が , 年 始 , 或いは , 新年 度 に 集中 する 。 そのため, WAP へ の 発注 は , 10 月 か ら 6 月 に 集中 


E は , 


し , 6 月 か ら 9 月 まで は 受注 が 落ち 込む と いう 季節 性 を 有する (Globis Management Review, 


2002)。 さらに, 1990 年 代 後半 に お ける 我が国 の 金融 危機 下 の 情 勢 で | 


数 年 の ベン チャ ー 企 業 に 対す る 間接 金融 は , 非常 に 厳し か っ た こと も , 
に よる 資本 調達 と いう 意思 決定 を 後押し する こと と な っ た 。 


WAP の 業績 は , ベン チャ ー キ ャ ピタ ル 等 に よる 資金 調達 に 支え られ た 人 材 獲得 , 研究 開発 
6 月 期 は , 売上 1 億 1600 万 円 , 経常 利 


Tt 


へ の 注力 に よっ て , 顧客 基盤 は 拡大 , 第 1 期 , 97 香 


よ , WAP の よう な 創業 
ベン チャ ー キ ャ ピタ ル 


益 1700 万 


(Globis Management Review, 2002), 続く , 98 年 6 月 期 は , 売上 2 億 7644 万 円 , 


経常 利益 4569 万 円 . そし て , 2002 年 6 月 期 に は , 売上 35 億 3708 万 円 , 経常 利益 10 億 


2942 万 円 と 6 期 連続 
長 を 果たし た (図表 


の 増収 増益 と 共に , 97 年 比 で , 売上 で 30 倍 , 
参照 )。 


oo 


経常 利益 で 60 倍 の 急 成 


3 新規 株 式 公開 
WAP は , 2001 年 12 


か ら 5 朋 


ベン チャ ー 成 長 の 源泉 と し て の 人 材 ( 桐 畑 ) 


月 , 
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本 証券 業 協 会 , JASDAQ の 店 頭 市 場 に 上 場 を 果たし た 。 創業 
E5 か 月 と いう 当時 と し て は , 短期 間 で の TPO (新規 株 式 公開 , Initial Public Offering : 


以下 , IPO と する ) で あっ た 。WAP の TIPO を 巡っ て は , ベン チャ ー キ ャ ピタ ル に よる 出資 比 
率 の 高 さ が 問題 と な っ た 。Globis Management Review (2002) に よる と , 2001 年 6 月 時 点 で , 
発行 済 株 式 総数 7144 株 の 内 , 4055 株 , 56.76% が ベン チャ ー キ ャ ピタ ル の 持ち 株 で あっ た 。 


ベン チャ ー キ ャ ピタ ル は , 未 公開 株 投資 を 専門 と する 金融 機関 
業 の IPO 後 は , 持ち 株 を 売却 する こと に な る 。 こ の 
上 率 が 高い 新規 公開 企業 は . ベン チャ ー キ ャ ピタ ル が 持ち 株 を 手放す こと に より , 公開 


で は , グロ ービス ・ キ ャ ピタ ル ・ パ 
ロッ クア デップ, すなわち , この ま 


で あり , エグ ジッ ト , すなわち , 
た め , ベンチャー キャ ピタ ル の 


投資 先 企 

持ち 株 上 

後 の 株価 下 落 が 懸念 され た 。 
WAP 

理解 の 下 , 180 日 間 の 
手放す こと を 禁じ る こ 


方 円 の 2.5 倍 の 251 万 


と で 対応 し , IPO を 行う こと が で きた 。WAP の 初値 は , 


] と な っ た 。 


4 MBO に よる 上 場 廃 止 か ら 再 上 場 に 向け て 


1 
2 


上 3.55 倍 , 経 


TPO 後 , WAP の 業績 は , 
な 落ち 込む 2009 


6 億 7819 万 


js 


| 


E ま で 急速 に 拡大 す 
続く , 2004 年 6 月 


008 年 6 月 遇 


常 利 益 2.04 倍 と 順 『 


世界 的 な 経済 危機 に より ER 


る 。2003 年 6 月 期 は , 売上 56 億 7111 万 円 , 経常 


トナ ー ズ 等 , 投資 先 の ベン チャ ー キ ャ ピタ ル の 
間 , ベン チャ ー キ ャ ピタ ル が 持ち 株 を 


公募 価格 100 


P パッ ケー ジラ イセ ンス 市 場 が 急激 
] 益 


は , 売上 70 億 13 


に は , 売上 201 億 4076 万 円 , 経常 利益 84 億 3751 万 円 と , 2003 年 比 で , 
民 す る (図表 9 参照 )。 


田 
日 


= 
= 


成 


一 方 , 世界 的 な 経済 危機 の 影響 に よる 我が国 ERP パッ 
より , 2009 年 6 月 期 は , 売上 208 億 2640 万 円 
売上 209 億 8856 万 円 , 経常 利益 12 億 1571 万 円 と , 共 ! 


経常 利益 が 減少 し た ( 図 
こう し た 状況 下 で , WAP は , 2011 年 2 月 , 株 式 会 視 


TOB (Take-Over Bid) , 


Management Buyout, 以下 MBO と 略す ), 経営 問 


有 


E6 月 15 日 , 


か ら 立 ち 直 り を 見 せ 始 め た 以降 は , 売上 を ff 


マネ ジメント バイ アウ ト を 経て , また , 我 が 


の 


10) 第 


7 期 


, 経常 利益 10 億 3163 万 


14 万 円 , 経常 利益 12 億 2553 万 円 


売 
クビ 


’ 


ケー ジラ イセ ンス 市 場 の 落ち 込み ! 
H, 2010 年 6 月 期 は , 


上 は , 微増 を 確保 する も の の , 


10) 


ーー 
CE 


表 9 参照 ) (株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ , 2004-2011) 。 


株 式 公開 買い 付け を 実施 し , 


上 WPK ホー ルディ ング ス を 主体 と し て , 


マネ ジメント バイ アウ ト (MBO : 


# の 参加 する 買収 を 行っ た 。 こ れ に 伴い , 2011 


きき の 大 阪 証券 取引 所 JASDAQ (スタ ンダ ー ド ) 市 場 上 場 を 廃止 し た 。 


2008 人 


E 6 月 期 以降 は , 連結 財務 諸表 に よる 。 


国 ERP パッ ケー ジラ イセ ンス 市 場 が 経済 危機 
ば す 。2011 年 6 月 』 


は , 売上 231 億 2875 万 円 , 


120 立命 館 経 営 学 (第 53 巻 第 4 号 ) 
2012 年 6 月 期 , 280 億 3466 万 円 , 2013 年 6 月 期 , 296 億 5729 万 円 と 伸ばし て いる 。 一 方 , 
経常 損益 は , 2011 年 6 月 期 は , 15 億 9292 万 円 と 黒字 を 確保 し た も の の , MBO に 伴う の れ 
ん の 償却 な ど で , 2011 年 6 月 期 は , 31 億 472 万 円 , 2012 年 6 月 期 は , 27 億 1445 億 円 と 2 
期 連 続 の 赤字 と な っ た (図表 9 参照 )。 

上 場 廃止 , MBO 実施 の 目的 に つい て , 牧野 CEO は , 「 長 期 的 な 成長 戦略 に 基づき , 人 材 獲 


得 や 研究 開発 費 投資 を 実 ) 


朗 す る た め (株 式 会 


[トワーク ス ア プリ ケー ショ ンズ 牧野 正幸 CEO 


ンタ 


ビュ ー, 2014 年 1 月 28 日 )」 と 述べ , 創業 以来 の 人 材 重視 の 考え を 貫い た 結果 で ある と 述べ る 。 
その 上 で , 「 当 面 の 利益 を 抑え て で も , 将来 の 成長 に 向け た 人 材 獲得 に 注力 する と いう 自ら の 
経営 判断 の も と , 仮に 上 場 を 継続 し た 場合 , 当社 株 価 の 下落 , また , それ に 伴う 海外 勢 に よる 


買収 と いう 現実 的 な シナ 


イジ タビ ュー, 


2014 年 1 月 23 日 ) 」 と , 上 場 廃 


オ が 想定 され た 。 (株 式 会 和 
上 , MBO の 背景 に つい て 読 明 する 。 


VI 成長 の 源泉 と し て の 人 材 


1 人 材 獲得 及び 育成 一 エン トリ ー マ ネ ジメント 一 


WAP で は , 人 材 獲得 に つい て , エン トリ ー マ ネ ジ メ ン 


ス ア プリ ケー ショ ンズ リク ルー ティ ング Dept. 稚 


点 で の マネ ジメント が , 


開発 力 の 源泉 と し て いる た め , 開発 人 材 の 採用 
お よび 品質 の 高 さ に 影響 する 。 ま た , プロ ダク トト 売上 事業 部 門 の 売上 は , 
規 売上 で 構成 され る こと か ら , 優れ た 営業 要員 や コン サル タン ト の 有無 
得る 大 き な 要 素 と な る と し て いる (株 式 会 


否 を 左右 


トワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ 牧野 正幸 CEO 


と いう 表現 を 使う (株 式 会 社 ワ ー ク 
麻衣 さん )。 優秀 な 人 材 を 獲得 する エン トリ ー 時 


同社 の マネ ジメント の 重要 な 柱 の 一 つ で ある こと を 示 し て いる 。 
WAP に よる と , 同社 「COMPANYs&」 は , ソフ トウ ェ ア 開 発 を 行う エン ジニ ア の 能力 を その 


自体 が , 新 製品 開発 の 速度 や , 


& 品 の 持つ 機能 


国内 大 手 企業 へ の 新 


店 得 可 


[が , 新規 受注 の 


トワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ , 2010)。 こ 


うし た 質 の 高い 製品 , サ ービス , 営業 力 , コン サル ティ ング 力 を , 優秀 な 人 材 の 獲得 に よっ て 
実現 し よう と いう の が , WAP の 掲げ る エン トリ ー マ ネ ジメント の 狙い で ある 。 


WAP で は , 


論理 的 思考 力 な ら び に 発想 転換 力 を 


リティ カル ワー カー」 と 史 


E 義 し , 積極 的 な 採 
みる と , 新規 株 式 公 開 に 至る 2001 有 


2001 年 か ら 2004 年 まで 


対 前 年 比 純増 加 数 が 480 人 と 大 幅 に 


を 見 る と , 


E ま で は , 


活動 


k ね 備え た 問題 解決 能力 の 高 
を 行っ て いる 。WAP の 従業 員数 の 推移 を 
従業 員数 が 毎年 倍 以 上 に な る ペー ス で 増加 する 。 


\ 人 材 を 「 ク 


対 前 年 比 純増 加 数 は 


1998 年 か ら 2012 年 の 12 


11) 「 株 式 公開 以来 , IR 等 投資 家 へ の 説明 を 一 員 し て 積極 芝 
「 現 状 の 株 式 市 場 で は , ベン チャ ー が , 短期 的 な 利益 より も , 長期 的 な 成長 に 向 
の 暴落 と いう シナ リオ が 想定 され て し まう 
E1 月 23 日 )」 と 


良く わか る 」 と し た 上 で , 
けた 投資 を 優先 し た 場合 , 
アプ リケーション ズ 牧 野 正幸 CRPO イン タビ ュー, 2014 月 


従業 員数 を 増 や し て い る 。 比較 可 
年 間 で , 従業 員数 は , 74 倍 以 上 に な っ て 


株 1 


, 60 人 か ら 100 人 , 2005 年 に 
能 な 単体 ベー ス で みる と , 


し 


は , 


‘る (区 


表 10 参照 )。 


に 行っ て きた 私 


固 


人 と し て は , 投資 家 の 気 持ち は , 


こと は 残念 。 (株式 会 社 ワ ー ク ス 


牧野 CEO は 指摘 する 。 


ベン チャ ー 成 長 の 源泉 と し て の 人 材 ( 桐 


* ン 
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クリ ティ カル ワー カー の 採用 に 向け て , 様々 ユニ ー ク な 採用 手法 を 行っ て いる 。 ま ず , 力 を 


入れ て いる の が イン ター ンシップ で ある 。 大 学生 お よび 大 学院 生 
に わた る 「 問 題 解 決 能力 発掘 イン ター ンシップ 」 は, 
ビス を 創造 する こと で 今 ま で に な い 新 し い 1 


を 
者 に は 卒業 後 1 年 間 入 社 が いつ で も 可能 な 「 入 
に ンコ 


の 新卒 を 対象 と し た 20 日 間 


いわ ゆる 同社 の 就業 体験 で は な く , モノ 
値 を 生み 出す 問題 解決 能力 が か ある か どう か 
身 で 見 極め る , 極め て 実践 的 な プロ グラ ム で 構成 され て いる と いう 。 ま た , 成績 優秀 
ト パ ス 」 を 付与 する こと で , 優秀 な 学生 が 卒 
選択 肢 を 広げ る こと が で き , 留学 や ボラ ンティア 活動 を 経て 入社 する こと も , また は 他 


社 へ へ 新卒 入社 後に 同社 へ 転職 入社 する こと も 可能 と し て いる (株 


ンズ , 2014)。 


また , 新卒 者 及び 社会 人 を 対象 と 


し た 「 テ クノ ロジ スペ シャ リ 


ポス トド クタ ー を 含む 大 学 ま た は 大 学院 卒業 見 込み 以上 を 対象 に , 


する 人 材 を 募集 する 。 こ の 採 
指し て いる 他 , クラ ウド コン ピュ ー テ ィング 等 の 2 


の 技術 水準 を 高め た いと し て いる 。 こ の 他 に も , 2010 年 代 に 入っ て か ら は , 
や グロ ー バ ル 採 用 に も 特に 注力 し て いる 。 
社員 育成 も , 有望 な 社員 獲得 を 目指 す エ ント リー マネ ジメント と 


1 を通じ, 表 


「 一 般 に , 優秀 な 人 材 が 会 社 を 辞め る 理 
え を 述べ た 上 で , 人 材 育 成 に つい て 「 社 員 に 自 
切る 。「 創 業 か ら 数 年 の 時 期 , 


を 与え て , 


私 上 


圧 命 され た 。 


社 に 返っ た と ころ , 突然, 私 より 20 歳 以上 も 
当時 入社 3 年 目 
修 弘 ゼネ ラル マネ ジャ ー イ ンタ ビュー, 2014 有 
意欲 が 重視 され る 。 

「 社 風 は , スパ ル タ だ 。 (日 本 経済 新聞 , 2012 年 7 月 2 日 付 
to Work* Institute Japan が 実施 する 「 働 き が い が あ る 会 社 」 


け ) と 


礎 技 術 の 研究 と 開発 部 門 全 体 の レベ ル ア ッ プ を 
E 端 技術 を 含め た 基礎 1 


E2 月 3 日 )」 と, 


式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ 


スト 採用 」 に も 力 を 入れ る 。 
高い プロ グラ ミン グ 技 術 を 


究 開 発 を 行い , 同社 
海外 大 学生 採用 


一 貫 性 を 持つ 。 牧 野 CEO は , 


は , 仕事 が 簡単 すぎ て 腐る , 楽 す ぎ て 腐る 」 と の 考 
責任 ある 仕事 させ る こと 」 と 言い 
身 も , 新人 で , ある 企業 に 1 年 間 張 り 付く 仕事 を 終え て , 
FE 上 の 人 た ち を 何 十 人 も 率い る マネ ー ジ ャ ー に 
だ っ た 。 (株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ リク ルー ティ ング 


同社 で は , 年 功 序列 より も , 


の 評価 の 一 方 , Great Plcae 


調査 に お いて は , 2010 年 に は , 


第 1 位 , 2014 年 に は , 第 2 位 と な る 等 , 2009 年 以降 , 毎年 ベス ト 5 に ラン クイ ン す る 。 こ 
れ に つい て , 「 例 えば , 労働 時 間 が , 働き が い の 基 準 で あれ ば , 違っ て くる の で し ょ う が …」 


苦笑 いす る 一 方 ,「 モ チ ベ ー シ ョ ン の 高い 人 材 が 集まっ て お り , 


2 研究 開発 


WAP で は , MBO 以降 , 製品 競 
株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ (20183) に よる と , 2011 和 


と 
若手 に も 任せ て くれ る 。」 と 同社 社員 は その 理 | 


を 説明 する 。 


会 社 も , 重要 な 仕事 を , 我々 


力 強 化 や 次 世代 技術 の た め の f 


究 開 発 費 を 積極 化し て いる 。 


E 6 月 期 は , 研究 開発 費 と し 
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て 3 億 円 , 2012 年 6 月 期 は , 4 億 円 , 2013 年 6 月 
ビス の 開発 , それ ら に つなが る 先端 技術 の f 
に つい て は , 2010 年 度 より , 
パッ ケー ジ ソ フ ト 製 品 の 販 
業 に 外部 委託 する ビジ ネス ・ プ 


製品 開発 
体制 を 整え て いる 他 , 
セス を 専門 企 


Outsourcing) と 
まだ 


2010)。 究 開発 


\ っ た サー ビス の 提供 ( 
に つい て は , 


テク ノロ ジー へ の 対応 に 注力 し , 先端 技 


期 は , 18 億 円 
究 開発 


管理 の 専門 部 署 


売 ( 
売 ( 


こ 加 え , 企業 運 


こも 注力 


を 組織 し , 
E 営 上 の 業務 や ビジ ネス プロ 
ロ セ ス ・ ア ウト ソー シン グ (Business Process 
し て いる (株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ , 
「COMPANYsa」 の クラ ウド コン ピュ ー テ ィング 等 , 先 


と 増加 させ , 新た な 製 
に 力 を 入れ て いる 


品 ・ サ ー 


品質 管理 を 徹底 する 


ロロ 


端 


術 等 の f 


牧野 CEO は , 「 研 究 開発 に は , 優秀 な 人 材 が 欠か せな v 
最 先端 の 研究 が 行え る 。 弊 社 は , 偽 け の で きる だ け 多 く を 研究 開発 
型 企 業 を 目指 す 。」 と し た 上 で , 「 今 後 は , 海外 の 拠点 で の 
し た 優秀 な エン ジニ ア を 国内 の 研究 に 従事 させ る 一 方 , 
送り 込み , 世界 に 通用 する 研究 者 を 育成 し た い 
CEO イン タビ ュー, 2014 年 23 日 )」 と 意気 込む 。 
謝辞 
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も の で ある 。 ま た , 本 事例 


表す る 。 


究 開発 を 専門 に 行う 部 賭 を 設置 し て いる 。 

‘し , 優秀 な 人 材 が あっ て 初め て , 
に つき 込み , 真 の 1 
究 開発 体制 を 強化 し , 


究 開発 
海外 で 採用 
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図表 1 株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ の 概要 


商号 株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ 
設立 1996 年 7 月 
代表 者 代表 取締 役 最高 経営 責任 者 牧野 正幸 
代表 取締 役 最高 執行 責任 者 阿部 孝司 
代表 取締 役 最高 技術 責任 者 石川 芳郎 
資本 金 36 億 2650 万 6 千 幅 
所 在 地 東京 都 港 区 赤坂 1-12-32 アー ク 森 ビル 19 階 
事業 内 容 大 手 企業 向け ERP パッ ケー ジ シ ステ ム 「COMPANY。」 の 開発 ・ 販 売 ・ サ ポー ト 
売上 高 296 億 5700 万 円 (連結 ) ※ 2018 年 6 月 末 時 点 
従業 員数 2281 名 (単体 ) /2855 名 (連結 ) ※ 2018 年 4 月 時 点 


所 : 株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ の ホー ムペ ー ジ (http://www.worksap.co.jp/) 


FE 
TE 


図表 2 株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ の 沿革 


96 年 7 月 株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ 設立 

96 年 9 月 「OOMPANYs」 人 事 ・ 給 与 (HR シリ ー ズ ) を 販売 開始 

99 年 4 月 プロ フェ ッ シ ョ ナル 養成 特待 生 制度 ( 後 の テ クノ ロジ スト 養成 特待 生 制度 ) の 開始 

99 年 12 月 平成 1 年 12 月 本社 を 東京 都 港 区 三田 三 丁目 18 番 16 号 三田 48 森 ビ ル 3F に 移転 

00 年 8 月 ヒュ ー マ ン リンク 株 式 会 社 (三菱 商事 株 式 会 社 全額 出資 子会社 ) と 共同 で 人 事 関連 シン ステ 


ム の 運用 受託 を 開始 


00 年 12 月 ユニ ファ イネ ットワーク 株 式 会 社 ( 後 の プ ライ スウ ォ ー タ ー ハ ウス クー パー ス HRS 株 式 
会 社 ) と 業務 提携 


O1 年 4 月 「COMPANYs」Web サー ビス を 正式 リリ ー ス 
O1 年 9 月 名 古屋 事業 所 を 開設 
01 年 12 月 日 本 証券 業 協 会 , JASDAQ に 株 式 を 店 頭 登録 


02 年 1 月 株 式 会 社 大 塚 商会 と 「COMPANYs」 の 販売 , コン サル ティ ング 等 で の 協力 を 目的 に 業務 
02 年 6 月 株 式 会 社 ド リー ム ・ ア ー ツ と 「COMPANYs」FKnowledge information Portal の 共同 開発 
を 目的 に 業務 ・ 資 本 提携 


02 年 7 月 大 阪 事業 所 を 開設 


02 年 8 月 「 問 題 解 決 能力 発掘 イン ター ンシップ 」 を 開始 

02 年 9 月 「COMPANYs」 就労 ・ プ ロジ ェクト 管理 を 正式 リリ ー ス 

02 年 12 月 株 式 会 社 レ シス テム 技術 セン ター と 「COMPANY。」 会 計 シ リー ズ の 開発 支援 を 目的 に 業務 ・ 
資本 提携 

03 年 3 月 エイ アイ エム コン サル ティ ング 株 式 会 社 と 「COMPANY。」 会 計 シ リー ズ の 開発 支援 を 
的 に 資本 提携 

03 年 4 月 「COMPANYs」 Knowledge information Portal (現在 名 称 Ariel Air One for ICOMPANYs 」) 
を 正式 リリ ー ス 


株 式 会 社 シ ステ ム 技 術 セ ンタ ー ( 現 株 式 会 社 ワ ー ク スプ ロダ クツ ) を 子会社 化 


03 年 5 月 米国 ドー セン ト 社 ( 現 サ ムトー タル ・ シ ステ ムズ 社 ) と 「COMPANYs」TLearning 
Management の 開発 を 目的 に 業務 提携 

04 年 6 月 株 式 会 社 ス リー・ シ ー・ コ ユ コンサルティング と 「COMPANY。s」 会 計 シ リー ズ の 機能 強化 お 
よび 経営 コン サル ティ ング 分 野 へ の 参入 を 目的 に 資本 提携 
「COMPANYs」TLearning Management を 正式 リリ ー ス 

04 年 8 月 「COMPANYs」 中 国 版 の 開発 ・ 販 売 を 目的 に , ワー クス イン フォ ・ ア プリ ケー ショ ン サ 


ービス 有限 公司 を 設立 


「COMPANYs」 の 操作 ・ 運 用 管理 ・ 導 入 に 必要 と され る 知識 ・ ス キル を 体系 化し た 認定 
資格 制度 「COMPANY。 Professional」 を 開始 


エイ アイ エム コン サル ティ ング 株 式 会 社 を 子会社 化 


124 立命 館 経営 学 (第 58 巻 第 4 号 ) 


08 年 9 月 株 式 会 社 イ ン フ ォ デ リバ ( 現 株 式 会 社 InfoDeliver) と 「COMPANYs」 シ リー ズ の 中 国 
版 の 開発 ・ 販 売 お よび 人 事 ・ 総 務 ・ 経 理 業 務 の 受託 代行 を 目的 に 資本 提携 


ド 


04 年 12 月 日 本 証券 業 協会 へ の 店 頭 登録 を 取消 し , ジャ ス ダ ッ ク 証 券 取 引 所 に 株 式 を 上 場 


「COMPANYs」TFinancial Management を 正式 リリ ー ス 


株 式 会 社 ア イコ テク ノロ ジー ( 現 株 式 会 社 ワ ー ク スソ リュ ーション ズ ) を 子会社 化 


05 年 1 月 アリ エル ・ ネ ットワーク 株 式 会 社 を 子会社 化 

05 年 5 月 ダイ ナシ ステ ム 株 式 会 社 ( 現 株 式 会 社 ワ ー ク スシ ステ ムズ ) を 子会社 化 

05 年 6 月 「COMPANYs」Business Management お よび 「COMPANYs」Assets Management を 
正式 リリ ー ス 

05 年 12 月 「COMPANY」Cash Management を 正式 リリ ー ス 

07 年 1 月 「COMPANYs」CRM お よび 「COMPANY@」CRM for Sales を 正式 リリ ー ス 

07 年 4 月 株 式 会 社 レ ビッ ク グ ロー バル と 資本 提携 , 株 式 会 社 ボ ー ル ド と 資本 提携 
株 式 会 社 ワ ー ク スコ マー ス を 子会社 と し て 設立 


月 「COMPANYs」T1dentity Management を 正式 リリ ー ス 


2 月 「COMPANY。」CRM for Support & Service を 正式 リリ ー ス 


E 1 

08 年 6 月 「COMPANYs」Purchase Management を 正式 リリ ー ス 
1 
4 


月 「COMPANYs」 サ プラ イチ ェ ー ン ・ マ ネジ メン ト 販 売 お よび 「COMPANYsa」 サ プラ イチ 
ェ ー ン ・ マ ネジ メン ト 調 達 ・ 仕 入 を 正式 リリ ー ス 


月 株 式 会 社 レ ジェ ンド ・ ア プリ ケー ショ ンズ と 資本 提携 


7 
10 年 8 月 「COMPANYs」REC を 正式 リリ ー ス 


株 式 会 社 ワ ー ク ス ビ ジネス サー ビス を 子会社 と し て 設立 


T 


10 年 4 月 株 式 会 社 ワ ー ク ス ビ ジネス サー ビス が , 株 式 会 社 セ キス イ ビ ジ ネス アソ シ エ イ ツ を 子会社 
ヒ 


ジャ ス ダ ッ ク 証 券 取 引 所 と 大 阪 証券 取引 所 の 合併 に 伴い , 大 阪 証券 取引 所 JASDAQ 市 場 
に 上 場 


10 年 6 月 株 式 会 社 コ ネ ク テ ィ を 子会社 化 


図表 3 我が国 ソフ トウ ェ ア 業 に お ける 業種 別売 上 高 と 企業 数 


売上 高 企業 数 
2012 年 度 2011 年 度 2012 年 度 2011 年 度 
受託 開発 ソフ トウ ェ ア 業 68878 66274 1629 1702 
組み 込み ソフ トウ ェ ア 業 1806 1939 107 117 
パッ ケー ジ ソ フ トウ ェ ア 業 3608 3482 274 270 
ゲー ム ソ フ トウ ェ ア 業 4780 2970 60 63 
計 79072 74665 2070 2152 


注 : 企業 を 売上 高 が 最も 多い 業種 に 格付 けし た 主 業 格付 け ベ ー ス に よる 集計 。 単 位 : 売上 高 は , 億 円 , 企業 数 は , 人 。 
出所 : 総務 省 編 (2013) 


図表 4 我が国 ERP パッ ケー ジラ イセ ンス 市 場 規 模 推移 


2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 
ERP ライ セン ス 売 上 高 106830 89950 91600 96930 109140 
対 前 年 比 (%) 104.4 84.2 101.8 105.8 112.6 
注 : 単位 は , 100 万 円 。 
出所 : 矢野 経済 研究 所 編 (2013) を も と に 再 作成 
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図表 5 COMPANY の ERP シス テム 構成 図 


出所 : 株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ の ホー ムペ ー ジ (http:/www.worksap.co.jp/) 


図表 6 2005 年 に お ける 世界 の ソフ トウ ェ ア 市 場 の 地域 別 シ ェ ア 


アジ ア ・ 東 ・ 
日 本 。 北米 欧州 オセ アニ ア 中 南米 アワ リカ 
(日 本 以外 
ERP 3.3 40.7 43.6 6.4 3.7 2.3 
デー タベース マネ ジメント シス テム 10.4 43.7 34.4 6.6 3.1 1.8 
ミド ルウ ェ ア 等 11.7 43.5 33.3 6.9 2.8 1.8 
シス テム 開発 ・ イ ン テ グ レー ショ ン 16.3 39.5 33.4 6.3 3.1 1.4 


注 : 単位 は , 需要 額 の %。 
出 


所 : 総務 省 編 (2007) 
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図表 7 受託 開発 ソフ トウ ェ ア 及 び パ ッ ケ ー ジ ソフ トウ ェ ア 売 上 げ シ ェ ア 別 の 労働 生産 性 


0% 5,805 
eo 0% 超 ~ 25% 以下 5,617 
受託 囲 発 > エ % 紹 こ 509 以下 

i 25% 超 ~ 50% 以下 4.260 

50% 超 ~ 75% 以下 4,390 

75% 超 へ ~ 100% 3,883 

0% 4.817 

_ 0% 超 こ 25% 以下 4.452 

パッ ケー ジン ソフ トウ ワウ ェ ア の 55% 超 へ 50% 以下 5,328 
売上 げ シ ェ ア の 

50% 超 ~ 75% 以下 5,656 

75% 超 こ 100% 6,646 


注 : 単位 : 円 。 労 働 生産 性 = 付加 価値 = 労働 投入 量 (労働 時 間 X 労 働 者 数 ) と 定義 。 
出所 : 経済 産業 省 編 (2007) 


図表 8 株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ の 売上 及び 経常 損益 (97 年 6 月 期 - 2002 年 6 月 期 決算 ) 


97 年 98 年 99 年 00 年 01 年 02 年 
売上 116 276 483 1058 2002 3537 
-97 年 比 % ー 237.93 416.38 912.07 1725.9 3049.1 
経常 損益 17 46 49 44 404 1029 
-97 年 比 % ー 270.59 288.24 258.82 2376.5 6052.9 


注 : 単位 は 100 万 円 。 
出所 : Globis Management Review (2002) 


図表 9 株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ の 売上 及び 経常 損益 (97 年 6 月 期 -2002 年 6 月 期 決算 ) 


03 年 04 年 05 年 06 年 07 年 08 年 09 年 10 年 11 年 12 年 13 年 


売上 5671 7013 11593 14171 16673 20140 20826 20988 23128 28034 29657 
ー03 年 比 % ー 123.66 204.43 249.89 294 355.14 367.24 370.09 407.83 494.34 522.96 
経常 損益 1678 1225 1785 1858 2574 3437 1031 1215 1592 (3104) (2714) 
ー03 年 比 % ー 73.004 106.38 80.93 153.4 204.83 61.442 72.408 101.79 ー ー 


注 :( ) は 赤字 , 2003 年 6 月 期 以降 は , 連結 財務 諸表 。 単 位 は , 100 万 円 。 
出所 : 株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ (2001-2010) 及び (2013) 


図表 10 株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ の 従業 員数 


98 年 99 年 00 年 01 年 02 年 03 年 04 年 05 年 06 年 07 年 08 年 09 年 10 年 11 年 12 年 


単体 29 66 141 202 267 370 471 590 683 769 920 1243 1657 1875 2166 
連結 437 539 1019 1038 1173 1398 1758 2216 2432 2709 
前 年 比 純増 加 数 37 75 61 65 103 102 480 19 135 225 360 458 216 277 
注 : 単位 は 人 。 

出所 : 株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ (2012) 「 公 表 デ ー タ 」 よ り 作 成 


経済 産業 省 (2018) 「 株 式 会 神 

活力 の 再生 及び 産業 活動 の 革新 に 
経済 産業 省 編 (2007)『 平 成 19 年 度 情報 3 
Globis Management Review (2002)「 
2002 年 冬 号 
情報 通信 業 遇 


Globis Management Review, 
総務 省 編 (2013) 「 平 成 25 年 
牧野 正幸 (2010)『 君 の 会 社 は 五 年 
牧野 正幸 (2010)『「 働 き が い 」 な ん て 求め る な 』 日 # 


ベン チャ ー 成 


上 ワー クス アプ リケーション ズ と 株 式 会 社 
本 


長 の 源泉 と し て の 人 材 ( 桐 畑 ) 


ml 


ショ ンズ : 成 


森 徹夫 ・ 堀 口 修 男 (2000) 「ERP 市 


pD.38-40。 


矢野 経済 研究 所 編 (2004) 「ERP 市 
矢野 経済 研究 所 編 (2013) 「ERP 市 


SOFTECHS。 


株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ (2001-2010) 有人 
株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ (2012) 「 公 表 デ ー タ 」 
株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ (2018) 「2013 年 


決算 情報 (連結 )」。 


お 場 の 動向 と 当社 ERP ナー ビス の 特 


5 場 の 実態 と 戦略 』 


お 場 動向 に 関す る 詩 


Lo 


も 優秀 な 人 材 が 興奮 する 組織 と は 』 角川 書店 。 


ul 
時 


証券 報告 書 。 


月 (2012 年 7 月 


上 WPK ホー ルディ ング ス の 産 
『 業 再 構築 計画 の 認定 に つい て 」。 


127 


尊 


長 を 加速 する 資金 調達 」 


徴 , 実績 」SOFTECHS, Vol23, 


1 日 2018 年 6 月 30 日 ) 


株 式 会 社 ワ ー ク ス ア プリ ケー ショ ンズ , ホー ムペ ー ジ (http://www.worksap.co.D/) 。 


日 本 経済 新聞 , 2012 有 


E7 月 2 日 付け 


